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【
資
料
紹
介
】

『
切
腹
之
切
紙
』

―
江
戸
時
代
の
切
腹
故
実
書
―

コ
ル
ネ
ー
エ
ヴ
ァ
　
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ

は
じ
め
に

『
切
腹
之
切
紙
』（
外
題
は
『
切
腹
切
紙
』）
と
い
う
資
料
は
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号
：
キ300-211

、

資
料ID

：10076915941

）
で
、
保
存
状
態
も
よ
く
、
江
戸
時
代
の
刑
罰
的
な
切
腹
の
故
実
を
伝
え
る
貴
重
な
写
本
で
あ

る
。
本
資
料
は
電
子
化
さ
れ
て
お
り
、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ペ
ー
ジ
上
に
電
子
資
料
表
示
ア
イ
コ
ン

か
ら
進
み
、
高
精
細
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

形
状縦

二
四
・
五
㎝
×
横
一
六
・
六
㎝
、
六
丁
（
原
表
紙
を
含
む
）
の
袋
綴
の
冊
子
で
あ
る
。
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成
立
と
伝
来

本
資
料
の
成
立
年
は
不
詳
で
あ
り
、
文
中
に
記
載
が
な
い
。
最
後
の
丁
に
水
嶋
卜
也
之
成（
1
）、
伊
藤
甚
右
衛
門
幸
氏
、

伊
藤
隼
太
幸
充
の
名
前
が
見
え
、
こ
の
三
人
の
著
作
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
水
嶋
卜
也
は
一
六
〇
七
年
生
ま
れ
、
一
六
九
七

年
に
没
し
た
。
切
腹
時
の
作
法
を
伝
え
る
故
実
書
に
、
江
戸
時
代
中
期
成
立
と
さ
れ
て
い
る
伊
勢
貞
丈
著
の
『
凶
礼
式
』（
2
）

が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
『
切
腹
之
切
紙
』
の
内
容
、
す
な
わ
ち
扱
う
項
目
の
み
な
ら
ず
記
述
の
順
番
な
ど

も
含
め
て
『
凶
礼
式
』
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
両
資
料
の
関
連
性
は
興
味
深
い
。
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
切
腹
の
故
実
書
は
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る（
3
）。
成
立
の
時
期
か
ら
し
て
、『
凶
礼
式
』

の
ほ
う
が
先
か
、
あ
る
い
は
『
切
腹
之
切
紙
』
が
先
か
、
今
後
は
他
の
故
実
書
と
付
け
合
わ
せ
て
検
証
す
る
意
義
が
あ
る
。

内
容本

資
料
は
、
書
名
に
「
切
紙
」
と
あ
り
、「
き
り
か
み
」「
き
り
が
み
」
と
も
読
む
。
切
紙
と
は
江
戸
時
代
、
奉
書
紙
な
ど

を
折
目
ど
お
り
二
つ
に
切
っ
て
、
免
許
や
伝
授
し
た
内
容
、
多
く
は
秘
伝
を
記
し
た
も
の
で
、
伝
承
形
態
の
一
つ
で
あ
る
。

本
資
料
の
場
合
、
刑
罰
的
な
切
腹
を
行
う
時
の
作
法
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
た
。

本
資
料
の
内
容
は
、
切
腹
が
行
わ
れ
る
場
所
の
設
営
、
切
腹
人
の
支
度
、
髪
型
、
切
腹
用
の
装
束
と
葬
儀
用
の
死
衣
、

畳
、
道
具
、
最
期
の
杯
、
切
腹
刀
、
介
錯
人
の
心
得
、
死
骸
の
後
始
末
に
関
す
る
解
説
か
ら
な
っ
て
い
る
。

〔
釈
文
〕
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凡
例

・
改
行
は
原
文
通
り
と
し
、
句
読
点
を
適
宜
付
し
た
。

・
平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
は
原
文
通
り
で
あ
る
。

・
原
文
に
濁
点
を
補
い
、
傍
点
を
付
し
た
。

（
原
表
紙
）

切
腹
切
紙

〔
1
表
〕

切
腹
之
切
紙

一　

寺
院
又
ハ
組
頭
の
所
に
て
も
沐

浴
す
る
段
ニ
盥
を
直
し
先
へ
下
へ

水
を
入
、
其
上
へ
湯
を
入
て
沐

浴
さ
せ
、
髪
を
洗
時
ハ
逆
に

湯
を
か
く
る
な
り
。

一　

髪
結
様
ハ
引
さ
き
元
結（
4
）四
巻
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左
巻
ニ
す
べ
し
。
常
の
よ
り
高
く

〔
1
裏
〕結

、
逆
に
曲
也
。

一　

装
束
は
白
衣
左
前
ニ
あ
わ
せ

柿
色
の
上
下
を
着
す
。
口
伝
有
之
。

帯
も
白
地
な
り
。

一　

畳
の
事
、
長
六
尺
白
縁
ニ
二
畳

用
意
す
べ4

し
。
敷
様
口
伝
。

一　

死
衣
の
事
、
四
尋
長
さ
六
尺
、
白
地
。

畳
の
上
に
敷
様
口
伝
あ
り
。

〔
2
表
〕

一　

切
手
死
衣
の
上
に
着
座
す
る
時

三
方（
5
）又
は
足
打（
6
）切
目
の
縁
を
は

な
し
、
笹
の
葉
先
を
切
人
江
向
、
改
敷（
7
）

し
て
盃
を
弐
ツ
組
付
、
上
土
器（
8
）下
塗
盃
也
。

扨
肴
は
大
根
の
香
物
三
切
、
塩
味

噌
を
組
付
、
逆
江
箸
を
付
居
。
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検
使
へ
三
方
盃
一
ツ
、
肴
は
大
根

香
物
一
切
組
て
居
る
也
。

〔
2
裏
〕

一　

酒
呑
様
之
事
。
酌
切
手
へ
銚
子
を

持
行
、
逆
手
に
酌
し
て
上
の
盃
へ

二
献
酌
、
其
銚
子
を
検
使
の
前
へ

　
　
　
　
　

 

（
一
カ
）

持
行
、
順
に
へ
献
つ
き
た
る
時
、
検
使

切
手
へ
挨
拶
し
て
其
盃
を
別

台
へ
居
て
指
之
、
切
手
夫
ニ
而
二
献

飲
時
に
御
肴
と
云
へ
し
。
此
時
腹
切
刀
を

持
出
る
。
以
上
四
献
呑
せ
以
後
ハ
切
手

〔
3
表
〕献

請
る
と
も
加
へ
べ4

か
ら
す
。
酌
の
古

実
也
。
酌
人
ハ
腰
指
せ
ぬ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
（
進
カ
）

一　

酒
終
、
刀
出
す
と
通
出
て
双
方
の
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膳
を
取
、
後
へ
上
也
。
此
時
切
腹
人

か
し
こ
ま
り
や
う
口
伝
有
之
。

一　

太
刀
取
人
の
振
舞
、
面
影
見

す
る
作
法
秘
伝
也
。

一　

首
を
打
て
死
衣
を
か
け
、
屏
風
を

〔
3
裏
〕引

廻
し
死
骸
を
人
に
見
せ
ぬ
様

仕
廻
す
べ4

し
。
此
時
の
屏
風
ハ
表

裏
白
張
白
縁
な
る
べ4

し
。
一
隻

上
下
の
文
字
を
書
て
立
様
口
伝
。

一　

死
骸
納
様
の
事
。
屏
風
の
内
ニ
て

下
へ
死
衣
を
敷
、
死
骸
ハ
沐
浴

す
る
ニ
不
及
。
其
儘
入
て
落
た
る

首
を
柄
杓
の
柄
に
て
つ
き
置
、
僧
を

〔
4
表
〕め

し
て
刺
刀
を
い
た
ゝ
か
す
る
品
迄

に
て
納
る
也
。
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一　

桶
の
事
。
く
み
数
四
拾
九
枚
、
是

四
十
九
院（
9
）に
か
た
と
り
輪
六
〆
、

左
輪
に
す
る
。
廻
に
経
文
。
蓋
に
も

仏
名
を
書
也
。

一　

刀
拵
様
ハ
九
寸
の
小
脇
差
切
先

七
八
分
程
出
し
、
紙
又
ハ
白
布
ニ
て

〔
4
裏
〕逆

に
巻
、
仏
名
を
書
、
公
卿（
10
）の

切
目
の
縁
を
放
し
切
先
を
左
へ
、
刃
を

切
手
の
方
へ
な
し
出
す
也
。
若
柄
を

其
儘
置
時
は
口
伝
。

一　

往
古
ハ
敷
皮
を
し
き
て
其
上
ニ
て

討
た
す
。
此
時
ハ
頭
神
を
前
へ
し
か
す

る
也
。
敷
皮
の
時
ハ
縁
刺
様
に

古
実
有
之
。
近
代
多
ハ
畳
を
用
也
。

〔
5
表
〕右

一
巻
雖
為
秘
事
依
御
執
心
今
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書
写
進
訖
妄
不
可
有
他
見
候
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
嶋
朴
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
甚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

隼
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
虎

〔
現
代
語
訳
〕

切
腹
之
切
紙

一
、
寺
院
ま
た
は
組
頭
の
所
で
も
、
沐
浴
す
る
時
は
、
た
ら
い
を
直
し
、
先
下
へ
水
を
入
れ
、
そ
の
上
へ
湯
を
入
れ
て
、
沐

浴
さ
せ
、
髪
を
洗
時
は
、
逆
に
湯
を
掛
け
る
。

一
、
髪
の
結
い
方
は
、
引
さ
き
元
結
四
巻
左
巻
に
す
べ
き
で
あ
る
。
通
常
の
や
り
方
よ
り
高
く
結
い
、
逆
に
曲
げ
る
。

一
、
装
束
は
白
衣
、
左
前
に
合
わ
せ
、
柿
色
の
上か
み

下し
も

を
着
す
。
口
伝
あ
り
。
帯
も
白
地
で
あ
る
。

一
、
畳
の
事
、
長
さ
六
尺
、
白
縁
に
二
畳
用
意
す
べ
き
で
あ
る
。
敷
き
方
に
つ
い
て
口
伝
あ
り
。

一
、
死
衣
の
事
、
四
尋
長
さ
六
尺
、
白
地
。
畳
の
上
の
敷
き
方
に
つ
い
て
口
伝
あ
り
。
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一　

切
手
、
死
衣
の
上
に
着
座
す
る
時
、
三
方
ま
た
は
足
打
の
切
目
の
縁
を
放
し
、
笹
の
葉
先
を
切
人
へ
向
け
、
掻か
い

敷し
き

に
し

て
、
盃
を
二
つ
組
み
付
け
、
上
は
土
器
、
下
は
塗
盃
。
肴
は
大
根
の
香
物
三
切
、
塩
味
噌
を
組
み
付
け
、
箸
を
逆
に
し

て
据
え
る
。
検
使
へ
三
方
に
盃
一
つ
、
肴
は
大
根
香
物
を
一
切
、
こ
れ
を
組
ん
で
据
え
る
。

一
、
酒
の
飲
み
方
。
酌
を
す
る
人
は
切
手
へ
銚
子
を
持
っ
て
行
き
、
逆
手
酌
に
し
て
上
の
盃
へ
二
酌
、
そ
の
銚
子
を
検
使
の

前
へ
持
っ
て
行
き
、
順
に
一
献
注つ

ぐ
時
、
検
使
が
切
手
へ
挨
拶
し
て
そ
の
盃
を
別
の
台
へ
指
し
置
き
、
切
手
は
そ
れ
に

て
ま
た
二
献
飲
む
時
に
御
肴
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
に
腹
切
刀
を
持
ち
出
し
、
以
上
四
献
飲
ま
せ
、
以
後
は
切

手
が
酒
を
請こ

う
て
も
与
え
て
は
な
ら
ず
、
酌
の
故
実
で
あ
る
。
酌
〔
を
す
る
〕
人
は
大
小
を
腰
に
指
し
て
い
な
い
。

一
、
酒
を
飲
み
終
え
、
刀
を
出
す
と
通
い
出
て
、
双
方
の
膳
を
取
り
、
後
ろ
へ
回
る
。
こ
の
時
、
切
腹
人
の
畏
ま
り
方
に
つ

い
て
口
伝
あ
り
。

一
、
太
刀
取
の
人
の
振
舞
、
面
影
を
見
る
時
の
作
法
が
あ
り
、
秘
伝
で
あ
る
。

一
、
首
を
打
っ
て
、
死
衣
を
か
け
、
屏
風
を
引
き
廻
し
て
死
骸
を
人
に
見
せ
な
い
様
に
仕
廻
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
の
屏

風
は
表
裏
白
張
白
縁
を
使
う
が
よ
い
。
一
隻
に
上
下
の
文
字
を
書
く
。
立
て
方
は
口
伝
に
よ
る
。

一
、
死
骸
の
納
め
方
。
屏
風
の
内
に
下
へ
死
衣
を
敷
き
、
死
骸
は
沐
浴
し
な
い
。
そ
の
ま
ま
入
れ
て
、
落
ち
た
首
を
柄
扚
の

柄
に
継
ぎ
置
き
、
僧
侶
を
召
し
て
、
刀
な
ど
の
品
ま
で
納
め
る
。

一
、
桶
の
事
。
組
み
数
四
十
九
枚
、
こ
れ
は
四
十
九
院
に
象
り
、
輪
を
六
つ
締
め
て
、
左
輪
に
す
る
。
廻
り
に
経
文
を
施

し
、
蓋
に
も
仏
名
を
書
く
こ
と
。

一
、
刀
の
拵
え
方
、
九
寸
の
小
脇
差
、
切
先
を
七
八
分
程
出
し
、
紙
ま
た
は
白
布
で
逆
に
巻
き
、
仏
名
を
書
き
、
公
卿
の
切
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目
の
縁
を
放
し
、
切
先
を
左
へ
向
け
、
刃
を
切
手
の
方
に
し
て
出
す
。
も
し
柄
を
そ
の
ま
ま
置
く
時
は
口
伝
あ
り
。

一
、
往
古
は
敷
き
皮
を
敷
き
そ
の
上
に
〔
首
を
〕
討
た
せ
た
。
こ
の
時
は
頭
身
を
前
へ
敷
か
な
い
。
敷
き
皮
の
時
は
縁
の
刺

し
方
に
故
実
が
あ
る
。
近
年
、
多
く
は
畳
を
用
い
る
。

右
の
一
巻
は
秘
事
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
御
執
心
に
よ
り
備
忘
の
た
め
今
書
写
を
進
め
、
他
見
あ
る
べ
か
ら
ず
。

注（
1
）　

江
戸
時
代
初
期
の
礼
儀
作
法
の
師
範
（「
諸
礼
家
」
と
呼
ば
れ
た
）
の
な
か
、
水
嶋
卜ぼ

く

也や

（
一
六
〇
七
ー
一
六
九
七
）
が
代
表
格
で
、
小
笠

原
流
水
嶋
系
に
当
た
る
。
小
笠
原
流
を
学
ん
で
、
小
笠
原
流
に
と
ど
ま
ら
ず
多
く
の
礼
儀
作
法
書
を
伝
え
た
（
綿
抜
豊
昭
『
礼
法
を
伝
え

た
男
た
ち
』
新
典
社
、
二
〇
〇
九
年
、
六
四
―
七
二
頁
参
照
）。
陶
智
子
に
よ
る
と
、
武
家
の
礼
法
を
伝
承
す
る
家
柄
で
い
え
ば
、
鎌
倉
幕

府
の
頃
に
は
ま
だ
主
流
と
な
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
室
町
幕
府
に
な
る
と
、
礼
法
に
関
し
て
は
将
軍
家
が
小
笠
原
家
と
伊
勢
家
を

用
い
、
江
戸
幕
府
は
小
笠
原
家
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
と
、
小
笠
原
家
が
武
家
の
礼
法
の
主
流
に
な
る
（
陶　

智
子
『
日
本
人
の
作
法
』

平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
、
十
一
頁
参
照
）。

（
2
）　

伊
勢
貞
丈
著
『
凶
礼
式
』（
き
ょ
う
れ
い
し
き
；
内
題
は
「
切
腹
之
法
」）
の
全
文
を
近
藤
瓶
成
編
『
史
籍
集
覧
』
第
十
七
冊
、
臨
川
書

店
、
一
九
八
四
年
、
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
よ
り
左
の
通
り
転
載
す
る
。
伊
勢
貞
丈
は
享
保
二
（
一
七
一
八
）
年
生
ま
れ
、
天
明
六

（
一
七
八
四
）
年
没
の
武
家
故
実
の
大
家
で
あ
る
。
大
隈
三
好
に
よ
る
と
、
貞
丈
は
江
戸
に
生
ま
れ
て
、
通
称
平
蔵
、
安
斎
と
号
し
た
。

兄
・
貞
陣
が
夭
死
し
て
家
名
が
断
絶
し
、
領
地
召
上
に
な
っ
た
が
、
旧
門
の
家
柄
だ
っ
た
た
め
特
別
の
は
か
ら
い
で
貞
丈
が
十
歳
の
時
に

召
し
出
さ
れ
、
旧
地
相
模
国
（
神
奈
川
県
）
大
住
郡
領
の
内
三
百
石
を
賜
わ
り
寄
合
の
列
に
加
え
ら
れ
た
。
延
享
二
年
に
御
小
姓
組
に
入

る
。
博
覧
強
記
で
、
家
学
を
継
承
し
て
有
職
故
実
に
詳
し
く
、
武
家
故
実
の
研
究
に
一
時
期
を
画
し
た
。
天
明
四
年
三
月
に
老
衰
の
た
め

致
仕
し
、
同
年
六
月
に
六
十
八
歳
で
没
し
た
。
著
述
が
数
百
巻
に
の
ぼ
る
（
大
隈
三
好
『
切
腹
の
歴
史
』
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
、
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一
一
〇
頁
参
照
）。

　
　
　

切
腹
之
法

一
、
寺
院
又
ハ
組
頭
の
所
に
て
も
沐
浴
す
る
時
ハ
た
ら
ひ
を
直
し
先
下
へ
水
を
入
其
上
へ
湯
を
入
て
沐
浴
さ
せ
髪
を
洗
と
き
ハ
逆
に
湯
を

掛
る
法
な
り

一
、
髪
結
様
引
さ
き
も
と
ゆ
ひ
四
ま
き
左
巻
に
す
へ
し
常
よ
り
た
か
く
ゆ
ひ
逆
に
曲
る
な
り

一
、
装
束
ハ
白
衣
左
前
に
あ
は
せ
柿
色
の
上
下
を
着
す
口
伝
有
之
帯
も
白
き
な
り

一
、
畳
の
事
土
色
を
用
長
サ
六
尺
白
縁
に
二
畳
用
へ
し
敷
様
口
伝
あ
り

一
、
死
衣
の
事
四
口
長
六
尺
地
也
畳
の
上
に
敷
様
口
伝

一
、
切
手
死
衣
の
上
に
著
座
す
る
時
三
方
又
ハ
足
打
の
き
り
め
の
縁
を
は
な
し
笹
の
葉
先
を
切
人
へ
向
改
敷
に
し
て
盃
二
つ
組
上
土
器
下

ハ
塗
盃
也
扨
肴
ハ
大
根
の
香
物
三
切
塩
味
噌
を
組
付
逆
箸
に
し
て
据
検
使
へ
三
方
に
改
敷
せ
す
盃
壹
つ
肴
ハ
大
根
香
物
一
切
組
之
居
る

也
一
、
酒
呑
飲
之
事
酌
切
手
へ
銚
子
を
持
行
逆
手
酌
に
し
て
上
の
盃
へ
二
酌
其
銚
子
を
検
使
の
前
へ
持
行
順
に
一
献
つ
き
た
る
時
検
使
切
手

へ
挨
拶
し
て
其
盃
を
萬
臺
へ
居
て
指
置
切
手
夫
に
て
又
二
献
呑
時
に
御
肴
と
い
ふ
へ
し
此
時
腹
切
刀
を
揃
出
し
以
上
四
献
の
ま
せ
以
後

ハ
切
手
献
請
る
と
い
ふ
と
も
加
ふ
へ
か
ら
す
是
酌
の
古
実
也
酌
人
ハ
腰
さ
し
せ
ぬ
も
の
也
口
伝

一
、
酒
終
刀
出
す
と
通
ひ
出
て
双
方
の
膳
を
取
太
刀
を
と
り
後
へ
廻
る
也
此
時
切
腹
人
畏
り
様
口
伝

一
、
太
刀
と
り
の
人
の
振
廻
面
影
見
す
る
作
法
秘
伝

一
、
頭
を
打
て
死
衣
を
う
け
屏
風
を
引
廻
し
死
骸
人
に
見
せ
ぬ
や
う
に
仕
廻
す
へ
し
此
時
の
屏
風
ハ
表
裏
白
張
白
縁
な
る
へ
し
一
双
上
下

の
文
字
を
書
て
立
様
口
伝

一
、
死
骸
納
様
之
事
屏
風
の
内
に
て
下
へ
死
衣
を
敷
死
骸
ハ
沐
浴
す
る
に
不
及
其
儘
入
て
落
た
る
首
を
柄
拶
の
柄
に
て
つ
き
置
僧
を
め
し

て
刺
刀
を
い
た
だ
か
す
る
品
ま
て
に
て
納
る
也

一
、
桶
の
事
く
れ
敷
四
十
九
枚
是
四
十
九
院
に
か
た
と
り
輪
六
ツ
左
輪
に
す
る
廻
に
経
文
蓋
に
も
仏
名
を
書
也
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一
、
刀
拵
様
ハ
九
寸
の
小
脇
指
切
先
七
八
分
ほ
と
出
し
紙
又
ハ
布
に
て
逆
に
巻
仏
名
を
書
公
卿
の
切
目
の
縁
を
放
し
切
先
を
左
へ
刃
を
切

手
の
か
た
へ
な
し
て
出
す
な
り
若
柄
其
儘
置
時
ハ
口
伝
あ
り

一
、
往
昔
ハ
敷
皮
を
敷
て
其
上
に
て
討
す
此
時
ハ
頭
神
を
前
へ
し
か
す
る
也
敷
皮
の
時
ハ
白
革
縁
刺
様
に
故
実
あ
り
近
代
多
く
ハ
畳
を
用

る

�

伊
勢
貞
丈
述

明
治
三
十
五
年
再
校
了

（
3
）　

林　

美
一
『
時
代
風
俗
考
証
事
典
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
、
五
八
五
頁
参
照
。

（
4
）　

元
結
（
も
と
ゆ
い
）　

髪
の
髻
（
も
と
ど
り
）
を
結
び
束
ね
る
糸
、
紐
の
類
。
古
く
は
組
糸
ま
た
は
麻
糸
を
用
い
、
後
世
は
糊
で
固
く
捻
っ

た
こ
よ
り
で
製
し
た
も
の
を
も
ち
い
る
。
も
と
い
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
十
二
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
5
）　

三
方
（
さ
ん
ぼ
う
；
現
在
は
「
さ
ん
ぽ
う
」
と
も
）　

角
形
の
折お

敷し
き

に
、
前
と
左
右
と
の
三
方
に
「
刳く

り

形か
た

」
も
し
く
は
「
眼
象
」
と
よ
ば
れ

る
透
か
し
穴
の
あ
い
た
台
の
つ
い
た
も
の
。
多
く
檜
の
白
木
で
作
ら
れ
、
神
仏
や
貴
人
へ
物
を
供
し
た
り
、
儀
式
の
時
に
物
を
の
せ
る
の

に
用
い
る
。
三
宝
。
語
源
に
関
す
る
説
に
は
、
脚
板
の
左
右
と
前
面
と
に
穴
の
あ
る
台
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
方
ノ
台
の
義
や
、
三
方

を
刳
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
方
刳
形
ノ
衝つ
い

重が
さ
ね

の
義
な
ど
が
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
六
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
；
前
田
富
祺
監
修
『
日
本
語
源
大
辞
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
、
五
七
九
ー
五
八
〇
頁
参
照
）。

（
6
）　

足
打
折
敷
（
あ
し
う
ち
お
し
き
）　

折
敷
に
足
を
取
り
付
け
た
も
の
。
足
打
ち
。
足
付
き
。
足
付
き
折
敷
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二

版
、
第
一
巻
、
二
〇
〇
一
年
）。
ま
た
、
折
敷
（
お
し
き
）
と
は
檜
の
片へ

ぎ木
で
作
る
角か

く

盆ぼ
ん

。
食
器
な
ど
を
載
せ
る
の
に
使
っ
た
。「
足
打
折

敷
」「
平
折
敷
」「
角
」「
そ
ば
折
敷
」
な
ど
の
種
類
が
あ
る
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
二
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
7
）　

か
い
し
き
（
苴
・
掻
敷
・
皆
敷
と
書
く
）　

食
物
を
盛
る
器
や
神
饌
に
敷
く
木
の
葉
、
葉
付
き
の
小
枝
、
ま
た
は
紙
。
浜は
ま
ゆ
う

木
綿
・
譲ゆ

ず
り

葉は

・

檞か
し
わ

・
南
天
の
葉
な
ど
を
用
い
る
（
新
村　

出
編
『
広
辞
苑
』
第
七
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
参
照
）。

（
8
）　

土
器
（
か
わ
ら
け
）　

①
釉
（
う
わ
ぐ
す
り
）
を
か
け
な
い
で
焼
い
た
陶
器
。
素
焼
き
の
陶
器
。
②
素
焼
き
の
杯
。
酒
を
飲
む
器
（『
日
本

国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
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（
9
）　

四
十
九
院
（
し
じ
ゅ
う
く
い
ん
）　

弥
勒
菩
薩
の
居
所
で
あ
る
兜と

率そ
つ

天て
ん

の
内
院
に
あ
る
四
九
重
の
魔ま

尼に

宝
殿
の
こ
と
。
こ
れ
に
模
し
て
、
平

安
時
代
以
降
、
一
寺
院
の
境
内
に
四
九
の
党
宇
が
、
ま
た
鎌
倉
時
代
以
降
、
墳
墓
の
周
囲
に
四
九
基
の
塔
婆
が
建
て
ら
れ
た
（
新
村　

出

編
『
広
辞
苑
』
第
七
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
参
照
）。

（
10
）　

公
卿
（
く
ぎ
ょ
う
）　
（「
公
卿
衝つ
い

重が
さ
ね

」
の
変
化
し
た
語
か
）
高
貴
な
人
の
用
い
る
食
膳
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
四
巻
、
小
学

館
、
二
〇
〇
一
年
）。
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。
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。
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